












































越者と風土J(1976)や 『森林の思考 ・砂漠の思考jの前半部分、 『気候の変化が言葉を変えたj
(1990)、『気候変化と人間一一万年の歴史 Jー(2004)等を通じて提示された「文明論的風土学J(木
岡2011: 328)である。本稿では、紙IPMの都合から、前者に対象を絞って論考を進めたい。























1_______ 1 附~即日60~1969 即O~附 198刊 989 199刊 999 2000~2009 
気候学 1 4 9 川 1) 2 
周氷河地形 4 
風土論・文化論 11 (4) 9 (3) 2(1) 3 (1) 
学 史
随筆・紀行 8 (1) 6 3 
その 他 3 (1) 











を経て、 1960年に博士課程を満期退学。1963年に、東京大学に学位論文 iKlassifikationder 




































































































































































番号 | 主 題 |類 型 |地域
① 物が腐食する速度の分布 物質
② イナゴの解化地の分布と移動経路 動物相
③ アメリカのピューマの体型分布 動物相 世
④ アメリカの原住民の身長と座高の分布 人種的特徴





⑩ テントウムシの分布 動物相 日
⑪ イエネズミの第一染色体の分布 動物相 本
⑫ シモヤケの方言分布 文化
⑬ 離婚率の高低分布 文化









































































































































(鈴木1975: 138)の増大へとつな I .'~ 
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